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羽
村
市
川
崎
の
宗
禅
寺

で
６
月
10
日
、
土
曜
講
座

が
開
か
れ
、
元
羽
村
市
議

の
水
野
義
裕
さ
ん
が
「
私

の
や
っ
て
き
た
こ
と
」
と

題
し
、
20
年
間
の
議
員
活

動
な
ど
を
振
り
返
り
、
市

長
と
議
会
の
関
係
や
議
員

の
実
績
と
は
何
か
な
ど
に

つ
い
て
話
し
た
。
市
議
や

元
市
議
を
含
め
20
人
ほ
ど

が
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

　

水
野
さ
ん
は
岐
阜
県
多

治
見
市
の
出
身
。
名
古
屋

の
大
学
を
卒
業
し
て
上

京
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
会
社
に
入
社

し
た
。
１
９
７
９
（
昭
和

54
）
年
に
結
婚
。
81
年
、

妻
の
実
家
が
あ
る
羽
村

市
（
当
時
は
町
）
に
引
っ

越
し
た
。
２
０
０
３
（
平

成
15
年
）、
会
社
を
退
職
。

羽
村
市
議
に
立
候
補
し
当

選
。
５
期
20
年
勤
め
、
今

年
４
月
、
勇
退
し
た
。
水

野
さ
ん
の
話
は
大
要
次
の

通
り
。

　

教
員
だ
っ
た
父
の
口
癖

は
「
人
か
ら
声
が
か
か
っ

た
ら
、
出
来
る
だ
け
応
え

る
。
声
が
掛
か
る
う
ち
が

華
だ
」。
そ
の
言
葉
が
原

点
に
な
っ
て
い
る
。

　

会
社
で
は
電
子
計
算
機

の
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

（
Ｏ
Ｓ
）
の
開
発
を
し
た
。

そ
こ
で
チ
ー
ム
で
仕
事
を

す
る
と
き
の
作
法
を
身
に

つ
け
た
。
褒
め
る
と
き
は

み
ん
な
の
前
で
、
叱
る
と

き
は
陰
に
呼
ん
で
、
個
別

に 

仕
事
を
通
し
て
人
を

育
て
る
こ
と
、  

き
ち
ん

と
仕
事
の
区
切
り
を
つ
け

る
、 

リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た

ら
跡
を
継
ぐ
リ
ー
ダ
ー
を

見
つ
け
、
育
て
る
こ
と
な

ど
を
学
び
、
実
行
し
た
。

　

町
内
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地

域
に
も
関
わ
っ
た
。
町
内

会
で
は
、
広
報
の
大
切
さ

に
気
付
き
「
町
内
会
だ
よ

り
」
の
発
行
を
提
案
。
14

年
間
、
広
報
部
長
を
担
当

し
た
。Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
は
、

川
崎
東
支
部
長
を
は
じ
め

小
学
校
・
中
学
校
で
も
役

員
を
引
き
受
け
、
キ
ッ
ク

如是我聞
宗禅寺土曜講座聴聞記⑪

ベ
ー
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の

縦
の
関
係
作
り
の
大
切
さ

も
教
え
た
。
地
区
委
員
会

で
は
、
15
年
間
、
球
技
大

会
や
稲
作
体
験
、
ど
ん
ど

焼
き
な
ど
を
通
し
、
子
ど

も
た
ち
や
地
域
の
大
人
と

一
緒
に
活
動
し
た
。

　

議
長
な
ど
を
務
め
た
秋

山
猛
さ
ん
の
選
挙
対
策
本

部
の
手
伝
い
を
通
し
て
議

員
に
興
味
を
持
っ
た
。  

Ｐ
Ｔ
Ａ
仲
間
と
の
交
流
の

中
で
、
議
員
に
興
味
が
あ

る
こ
と
を
話
す
と
、02
年（ 

平
成
14
）
年
秋
、
立
候
補

を
打
診
さ
れ
、
決
断
。
03

年
の
市
議
選
（
定
数
20
）

で
初
当
選
し
た
。
新
人
議

員
は
男
性
７
人
で
３
分
の

１
を
占
め
、
年
齢
は
42
歳

か
ら
60
歳
。
会
派
を
越
え

て
７
人
で
定
例
議
会
ご
と

に
集
ま
り
、議
案
の
背
景
、

判
断
の
根
拠
な
ど
に
つ
い

て
情
報
交
換
し
た
。

　

毎
回
の
議
会
で
一
般
質

問
し
、
議
会
ご
と
に
「
羽

村
21
レ
ポ
ー
ト
」
で
報
告

し
た
。
有
権
者
の
市
政
に

対
す
る
意
見
は
、
一
般
質

問
・
議
案
審
議
を
通
し
て

市
側
に
伝
え
反
映
す
る
よ

う
に
努
め
た
。
質
問
内
容

は
、
市
民
か
ら
の
声
、
世

の
中
で
話
題
に
な
っ
て
い

る
こ
と
、
研
修
会
な
ど
で

勉
強
し
た
こ
と
、
市
の
作

成
し
た
計
画
・
予
算
案
や

そ
の
実
績
報
告
な
ど
を
も

と
に
し
た
。
テ
ー
マ
と
し「私のやってきたこと」と題し、水野さんが講演

元
羽
村
市
議
の
水
野
義
裕
さ
ん

「
旧
統
一
教
会
と
政
治
の
癒
着
」
で
講
演
会

鈴
木
氏
招
き
　
つ
な
が
る
八
王
子

市
民
・
議
員
・
職
員
は
、互
い
に
「
育

て
る
・
育
て
ら
れ
る
」
関
係

　

Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅
北
口
の

ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
大
ホ

ー
ル
で
６
月
18
日
、「
旧

統
一
教
会
と
政
治
の
癒

着
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会

が
あ
っ
た
。
世
界
平
和
統

一
家
庭
連
合
（
旧
統
一
教

会
）
を
め
ぐ
る
問
題
の
取

材
を
続
け
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
鈴
木
エ
イ
ト
さ
ん

が
講
師
を
務
め
た
。
定
員

２
０
０
人
の
ホ
ー
ル
は
開

演
30
分
前
に
い
っ
ぱ
い
と

な
り
、
ビ
デ
オ
視
聴
で
き

る
第
２
会
場
が
用
意
さ
れ

た
。
問
題
へ
の
関
心
の
高

さ
が
伺
え
た
。
地
元
選
出

の
立
憲
民
主
、
共
産
、
生

活
者
ネ
ッ
ト
の
多
数
の
議

員
が
駆
け
付
け
た
。

　

ま
た
、
政
治
へ
の
チ
ェ

ッ
ク
機
能
を
メ
デ
ィ
ア
が

果
た
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
し
、
安
倍
総
理
襲
撃

事
件
以
前
の
報
道
の
在
り

方
の
甘
さ
を
強
く
指
摘
し

た
。

　

主
催
は
八
王
子
の
市
民

と
立
憲
野
党
が
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
進
め
る
「
つ

な
が
る
八
王
子
」。
実
行

委
員
に
は
八
王
子
市
長
選

に
立
候
補
し
た
弁
護
士
の

白
神
優
理
子
さ
ん
、
話
題

の
市
民
運
動
家
の
菱
山
南

帆
子
さ
ん
ら
の
顔
が
あ
っ

た
。

　
「
つ
な
が
る
八
王
子
」

で
は
、
旧
統
一
教
と
の
つ

な
が
り
が
強
い
自
民
党
政

調
会
長
で
、
東
京
24
区
に

立
候
補
を
予
定
す
る
萩
生

田
光
一
氏
に
対
し
、
立
憲

野
党
の
統
一
候
補
を
擁
立

し
、「
犠
牲
の
上
に
成
り

立
つ
政
治
を
変
え
よ
う
」

と
次
の
総
選
挙
を
見
据
え

て
い
る
。

　

た
だ
、
中
央
で
は
立
憲

民
主
と
共
産
の
選
挙
協
力

は
２
０
２
１
年
の
総
選
挙

の
よ
う
に
は
進
ん
で
い
な

い
。
一
方
、
萩
生
田
氏
は

現
状
で
は
公
明
の
推
薦
が

な
く
な
る
見
込
み
だ
。

　
　
　
　

◆

　

鈴

木

さ

ん

は
、

２
０
０
０
年
代
に
警
察
が

霊
感
商
法
の
摘
発
に
乗
り

出
し
た
の
を
機
に
、
旧
統

一
教
会
が
自
民
党
の
国
会

議
員
ら
と
の
関
係
を
重
視

し
、
選
挙
な
ど
で
協
力
し

て
き
た
と
説
明
。「
メ
デ

ィ
ア
の
監
視
が
働
か
な
い

と
こ
ろ
で
、
旧
統
一
教
会

と
政
治
家
の
関
係
が
続
い

た
。
共
存
共
栄
の
関
係
が

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
」
と

指
摘
。
教
会
を
選
挙
に
利

用
し
て
き
た
政
界
を
痛
烈

に
批
判
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
「
宗
教
団

体
と
政
治
の
問
題
で
は
な

く
宗
教
カ
ル
ト
と
政
治
の

問
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。

反
社
会
的
な
団
体
と
政
治

家
が
付
き
合
っ
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
問
題
だ
。
そ

う
い
う
反
社
会
的
な
団
体

を
ど
う
規
制
し
て
被
害
を

防
い
で
、
被
害
に
あ
っ
て

る
人
を
救
済
す
る
の
が
政

治
家
の
役
割
の
は
ず
な
の

に
、
教
会
と
裏
で
取
り
引

き
を
行
っ
て
体
制
維
持
に

寄
与
し
て
き
た
政
治
家
た

ち
は
追
及
を
受
け
て
な
い

人
も
含
め
て
い
っ
ぱ
い
い

る
」 

と
し
た
。

て
、
教
員
の
多
忙
化
へ
の

対
応
、
学
期
制
、
財
政
運

営
、
羽
村
駅
西
口
土
地
区

画
整
理
事
業
な
ど
を
取
り

上
げ
た
。
市
民
の
要
望
な

ど
は
、担
当
に
伝
え
た
が
、

自
分
で
役
所
に
連
絡
す
る

よ
う
願
っ
た
。
そ
れ
は
役

所
と
直
接
話
す
こ
と
で
、

役
所
が
身
近
に
な
る
の
を

期
待
し
た
。

　

市
民
・
議
員
・
職
員
は
、

互
い
に
「
育
て
る
・
育
て

ら
れ
る
」
関
係
で
あ
る
と

思
う
。
上
下
関
係
で
な
く

相
互
が
対
等
に
、 「
上
手

く
や
る
」の
で
は
な
く「
わ

か
る
よ
う
に
や
る
」
こ
と

が
大
切
と
強
く
感
じ
た
。

　

市
長
と
議
員
は
と
も
に

選
挙
で
選
ば
れ
て
お
り
、

基
本
的
に
は
対
等
が
大
前

提
だ
が
、
実
態
は
市
長
に

予
算
提
出
の
権
限
が
あ

り
、
力
の
差
は
大
き
い
。

与
党
、
野
党
は
な
い
が
、

議
案
な
ど
の
議
決
に
よ
り

態
度
を
表
明
す
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
議
員
の
判
断
に
任

さ
れ
る
が
、 

市
長
の
指
示

に
は
逆
ら
え
な
い
と
い
う

議
員
も
い
る
。

　

議
員
の
実
績
に
つ
い
て

は
、
実
現
す
る
と
実
績
と

し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
議
員
が
い

る
。
基
本
的
に
議
会
は
合

議
制
な
の
で
、
個
人
の
実

績
と
し
て
挙
げ
る
の
は
ど

う
か
と
考
え
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
行
政
の
仕

事
、
市
の
条
例
・
規
則
な

ど
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
解
説
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
文
化

協
会
へ
の
補
助
金
が
少
な

い
、
学
校
の
２
学
期
制
を

ど
う
評
価
す
る
か
、
羽
村

駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事

業
や
都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
12
号
線
の
ア
ン
ダ
ー

パ
ス
の
見
通
し
な
ど
で
質

問
が
で
た
。

　

水
野
さ
ん
は
、
羽
村
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業

は
無
理
な
計
画
だ
っ
た
。

次
の
市
議
会
選
挙
で
公
開

質
問
状
も
考
え
て
い
き
た

い
と
し
た
。

　

初
当
選
同
期
だ
っ
た
馳

平
耕
三
市
議
や
中
根
康
雄

元
市
議
も
参
加
し
、
中
根

元
市
議
は
「
３
・
４
・
12

号
線
の
事
業
は
ま
っ
た
く

進
ん
で
い
な
い
。
せ
め
て

新
奥
多
摩
街
道
ま
で
は
早

期
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た

い
」と
状
況
を
解
説
し
た
。

馳
平
氏
市
議
は
「
１
０
０

を
超
え
て
い
た
羽
村
市
の

経
常
収
支
は
市
長
が
代
わ

っ
て
93
に
な
っ
た
が
、２
、

３
年
後
に
は
厳
し
く
な

る
。
財
政
非
常
事
態
宣
言

を
出
し
、
必
要
な
と
こ
ろ

に
予
算
が
回
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

指
摘
し
た
。

　

※
「
如
是
我
聞
」
で
は

土
曜
講
座
を
連
載
で
レ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

　　　　　　

寺は文化の発信地　創ろう地域の文化を人から歴史から

そうぜんじ便り―文月

羽村市川崎 2丁目 8-20　☎ 042-554-1276臨済宗建長寺派  宗禅寺

    第 80回土曜講座（お茶代 300 円）　7 月 15 日  13 時～ 15 時

　
　　　　　　　　　　　　　         【盂　蘭　盆　供　養　　山　門　施　餓　鬼　会】

〇　７月１５日（土）　１２：３０受付開始
　　１３：００　鎌倉流御詠歌の奉詠、
　　１３：１５　講話「呼吸を学ぶ」　ZEN呼吸　椎名由紀さん
　　１４：００　山門施餓鬼法要

７月は盂蘭盆供養のお施餓鬼法要に併せて開催致します。


